
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

一
月
の
公
園
整
備
は
十
三
日
（
祝
）
で
す
。

花
壇
整
備
、
雑
草
取
り
、
清
掃
、
施
肥
、

潅
水
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。 

○ 

一
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
八
日

（
火
）
、
古
紙
は
二
十
六
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

公
園
整
備
！ 

『
さ
る
す
べ
り
』 

 

中
国
か
ら
渡
来
し
た
植
物
。
中
国
名

は
、
百
日
紅
（
ひ
ゃ
く
じ
つ
こ
う
）
。
名

前
の
由
来
は
、
咲
き
始
め
る
と
暑
い
夏
に

長
く
咲
く
か
ら
。
日
本
名
「
さ
る
す
べ

り
」
は
幹
の
表
面
が
ツ
ル
っ
と
し
て
い
て

木
登
り
上
手
な
サ
ル
で
も
滑
り
そ
う
に
見

え
る
か
ら
か
。
一
つ
ひ
と
つ
の
花
は
長
持

ち
し
な
い
が
、
次
つ
ぎ
と
新
し
い
花
が
咲

き
、
全
体
と
し
て
長
く
咲
き
続
け
る
よ
う

に
見
え
る
の
が
中
国
名
の
由
来
と
考
え
ら

れ
る
。
ひ
と
つ
の
花
は
大
き
く
な
い
が
花

房
は
豪
華
で
花
色
も
多
い
。
木
は
、
最
大

高
さ
８
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。
か
つ
て
お
寺

で
見
ら
れ
た
が
、
こ
こ
数
年
は
住
宅
の
庭

の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー 

に
も
進
出
。
管
理

の
手
間
も
か
か
ら
な
い
の
で
街
路
樹
、
公

園
樹
に
適
し
て
い
る
と
思
う
。 

第 236 号 
2024.12 .20  

.20  

年明けを待つ！ 

十
二
月
八
日
（
日
）
こ
れ
ま
で
に
な
い
寒
い

朝
を
迎
え
ま
し
た
が
、
会
員
十
七
名
の
参
加

を
得
て
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
集
会

所
横
の
花
壇
に
サ
ク
ラ
ソ
ウ
や
パ
ン
ジ
ー
の

花
苗
を
植
栽
、
県
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
よ
り
配

布
を
い
た
だ
い
た
チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ
球
根
の
植

え
付
け
や
公
園
内
一
面
に
積
も
っ
た
大
量
の

落
ち
葉
収
集
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
も

残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
一
月
五

日
、
公
園
に
て
恒
例
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」
の
行

事
が
あ
り
、
餅
つ
き
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
是
非
と
も
お
出
掛
け
下
さ
い
。 

初体験の消火訓練！ 

今年の活動も楽しかったね！ 

さるすべり 

防
災
訓
練
！ 

十
二
月
一
日
（
日
）「
地
域
防
災
の
日
」
に

恒
例
の
防
災
訓
練
が
宮
竹
学
区
自
治
会
合

同
で
高
松
公
園
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
訓

練
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
が
予
定
し
た
内

容
で
進
め
ら
れ
、
高
松
二
丁
目
は
テ
ン
ト
の

設
営
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
、
負
傷

者
搬
送
担
架
の
使
い
方
な
ど
を
多
く
の
中

学
生
や
ご
家
族
と
共
に
体
験
し
ま
し
た
。
こ

こ
の
と
こ
ろ
地
震
や
、
台
風
に
よ
る
被
害
の

発
生
が
頻
繁
に
あ
り
、
常
日
頃
の
準
備
が
肝

要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。 


